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(57)【要約】
【課題】刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング
上下向き軸芯まわりで駆動回転自在な刈り刃が刈り刃ハ
ウジング横方向に並んで位置し、刈り刃ハウジングに隣
り合う一対の刈り室が連通し合った部位の上方に配置し
て設けた刈り草排出口を備えた草刈装置において、刈り
草排出をスムーズに行なわせながらのディスチャージ作
業も、刈り草細断を精度よく行なわせながらのマルチン
グ作業も操作簡単に行なわせられるようにする。
【解決手段】刈り草排出口２９を開閉する蓋体６０を備
えてある。蓋体６０は、後部バッフルプレート６３を備
えている。後部バッフルプレート６３は、蓋体６０が刈
り草排出口２９を閉じた状態において、隣り合う一対の
刈り室２８，２８で草刈り作用する刈り刃２６の後側に
位置して一対の刈り室２８，２８の後側壁２８ａを形成
する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング上下向き軸芯まわりで駆動回転自在な刈
り刃が刈り刃ハウジング横方向に並んで位置し、前記刈り刃ハウジングに隣り合う一対の
刈り室が連通し合った部位の上方に配置して設けた刈り草排出口を備えた草刈装置であっ
て、
　前記刈り草排出口を開閉する蓋体を備え、
　前記蓋体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室で草刈り作用す
る刈り刃の後側に位置して前記隣り合う一対の刈り室の後側壁を形成する後部バッフルプ
レートを、前記蓋体に備えてある草刈装置。
【請求項２】
　前記蓋体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室の間に位置して
前記隣り合う一対の刈り室を仕切る仕切り壁を、前記蓋体に備えてある請求項１記載の草
刈装置。
【請求項３】
　前記蓋体を脱着自在に備え、
　前記刈り草排出口から刈り刃ハウジング後方上方向きに延出する刈り草排出ダクトの下
部を構成するよう前記刈り刃ハウジングに付設したダクト下部構成体と、前記刈り刃ハウ
ジングに連結されることによって前記刈り草排出ダクトの上部を構成する脱着自在なダク
ト上部構成体とを備えてある請求項１又は２記載の草刈装置。
【請求項４】
　刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング上下向き軸芯まわりで駆動回転自在な刈
り刃が刈り刃ハウジング横方向に並んで位置し、前記刈り刃ハウジングに隣り合う一対の
刈り室が連通し合った部位の上方に配置して設けた刈り草排出口を備えた草刈装置に使用
する蓋体であって、
　前記刈り草排出口を開閉する蓋体本体と、
　蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記刈り刃ハウジングに支持されるよう前
記刈り刃ハウジングに連結する脱着自在な連結部と、
　前記蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室で草刈り作
用する刈り刃の後側に位置して前記隣り合う一対の刈り室の後側壁を形成する後部バッフ
ルプレートを前記蓋体本体に備えてある蓋体。
【請求項５】
　前記蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室の間に位置
して前記隣り合う一対の刈り室を仕切る仕切り壁を前記蓋体本体に備えてある請求項４記
載の蓋体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング上下向き軸芯まわりで駆動回
転自在な刈り刃が刈り刃ハウジング横方向に並んで位置し、前記刈り刃ハウジングに隣り
合う一対の刈り室が連通し合った部位の上方に配置して設けた刈り草排出口を備えた草刈
装置と、この草刈装置に使用する蓋体とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記した草刈装置としては、従来、たとえば特許文献１に記載されたモーアがあった。
　特許文献１に記載されたモーア１４では、モアデッキ２８（刈り刃ハウジングに相当）
と、刈刃３１と、草排出通路３３（刈り草排出口に相当）とを備えている。（符号１４，
２８，３１，３３は、公報に記載された符号である。）
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２８９７０９号公報



(3) JP 2010-23 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　草刈りを行うに当たり、刈り草を刈り刃ハウジングの刈り草排出口から排出しながら行
うディスチャージ作業を行ったり、刈り草を刈り刃ハウジング内で刈り刃によって細断し
て作業箇所に排出しながら行なうマルチング作業を行ったりされる。
　上記した草刈装置において、ディスチャージ作業を行うよう刈り草排出口を開いたとし
ても、またマルチング作業を行うよう刈り草排出口を閉じたとしても、単に開閉しただけ
では、刈り草がスムーズに排出されにくい問題、あるいは刈り草の細断が精度よく行なわ
れにくい問題が発生しがちであった。
　つまり、刈り草が刈り刃ハウジング内に滞留するよう刈り草排出口を閉じても、刈り室
の側壁が整っていないと、刈り室での刈り刃による刈り草の持ち回り不良や持ち回り不足
が発生して刈り草の十分な細断処理が行われにくくなる。
　刈り草の刈りハウジングからの排出が行なわれるよう刈り草排出口を開いても、刈り草
排出口の付近に刈り室の側壁が存在していると、これが障害物となって刈り草が流出しに
くくなる。
【０００５】
　本発明の目的は、刈り草排出をスムーズに行なわせながらのディスチャージ作業も、刈
り草細断を精度よく行なわせながらのマルチング作業も操作簡単に行なわせられるように
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本第１発明は、刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング上下向き軸芯まわりで駆
動回転自在な刈り刃が刈り刃ハウジング横方向に並んで位置し、前記刈り刃ハウジングに
隣り合う一対の刈り室が連通し合った部位の上方に配置して設けた刈り草排出口を備えた
草刈装置において、
　前記刈り草排出口を開閉する蓋体を備え、
　前記蓋体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室で草刈り作用す
る刈り刃の後側に位置して前記隣り合う一対の刈り室の後側壁を形成する後部バッフルプ
レートを、前記蓋体に備えてある。
【０００７】
　本第１発明の構成によると、刈り草排出口を閉じれば、蓋体が備える後部バッフルプレ
ートが隣り合う一対の刈り刃の後側に位置して一対の刈り室の後側壁を形成し、各刈り室
における刈り刃による刈り草の持ち回りが良好に行なわれて刈り草が細断されやすくなる
。そして、刈り草が刈り草排出口から排出されずに刈り室から地面に排出される。
　これに対し、刈り草排出口を開けると、蓋体が備える後部バッフルプレートが一対の刈
り刃の後側から外れて一対の刈り室の後側壁がなくなり、一対の刈り室のいずれの刈り草
も刈り草排出口に流動しやすくなる。そして、刈り草排出口が各刈り室からの刈り草を排
出する。
【０００８】
　したがって、刈り草排出口を蓋体で閉じることにより、マルチング作業を行うことがで
き、しかも刈り草の細断を精度よく行なわせることができる。刈り草排出口を開くことに
より、ディスチャージ作業を行うことができ、しかも刈り草の排出をスムーズに行わせる
ことができる。
【０００９】
　本第２発明は、前記蓋体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室
の間に位置して前記隣り合う一対の刈り室を仕切る仕切り壁を、前記蓋体に備えてある。
【００１０】
　本第２発明の構成によると、刈り草排出口を閉じると、蓋体が備えている仕切り壁が隣
り合う一対の刈り室の間に位置して一対の刈り室を仕切り、各刈り室における刈り刃によ
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る刈り草の持ち回りがより良好に行なわれて刈り草がより精度よく細断されやすくなる。
【００１１】
　したがって、マルチング作業の際、刈り草の細断をより精度よく行なわせることができ
る。
【００１２】
　本第３発明は、前記蓋体を脱着自在に備え、
　前記刈り草排出口から刈り刃ハウジング後方上方向きに延出する刈り草排出ダクトの下
部を構成するよう前記刈り刃ハウジングに付設したダクト下部構成体と、前記刈り刃ハウ
ジングに連結されることによって前記刈り草排出ダクトの上部を構成する脱着自在なダク
ト上部構成体とを備えてある。
【００１３】
　本第３発明の構成によると、ディスチャージ作業の場合、刈り刃ハウジングに常設のダ
クト下部構成体と、脱着式のダクト上部構成体とによって刈り草排出ダクトを構成し、こ
の刈り草排出ダクトの排出案内によって刈り草排出口からの刈り草を刈り刃ハウジング後
方上方向きに排出する。マルチング作業の場合、ダクト下部構成体とダクト上部構成体と
のうちのダクト上部構成体だけを取り外し、これによって刈り草排出口の上方を開放して
、蓋体を刈り草排出口に上方から容易に装着できるものである。
【００１４】
　したがって、ディスチャージ作業の場合、刈り草を刈り草排出ダクトの排出案内によっ
て刈り刃ハウジング後方上方向きに排出するものでありながら、マルチング作業の際、ダ
クト下部構成体を取り外すだけで楽に、かつ刈り草排出口の上方から容易に蓋体を装着で
きる。
【００１５】
　本第４発明は、刈り刃ハウジングの内部に、刈り刃ハウジング上下向き軸芯まわりで駆
動回転自在な刈り刃が刈り刃ハウジング横方向に並んで位置し、前記刈り刃ハウジングに
隣り合う一対の刈り室が連通し合った部位の上方に配置して設けた刈り草排出口を備えた
草刈装置に使用する蓋体であって、
　前記刈り草排出口を開閉する蓋体本体と、
　蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記刈り刃ハウジングに支持されるよう前
記刈り刃ハウジングに連結する脱着自在な連結部と、
　前記蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の刈り室で草刈り作
用する刈り刃の後側に位置して前記隣り合う一対の刈り室の後側壁を形成する後部バッフ
ルプレートを前記蓋体本体に備えてある。
【００１６】
　本第４発明の構成によると、連結部によって刈り刃ハウジングに連結すれば、後部バッ
フルプレートが隣り合う一対の刈り刃の後側に位置して一対の刈り室の後側壁を形成し、
各刈り室における刈り刃による刈り草の持ち回りが良好に行なわれて刈り草が細断されや
すくなる。そして、蓋体本体が刈り草排出口を閉じ、刈り草が刈り草排出口から排出され
ずに刈り室から地面に排出される。
　これに対し、連結部による刈りハウジングへの連結を解除して刈り刃ハウジングから取
り外すと、後部バッフルプレートが一対の刈り刃の後側から外れて一対の刈り室の後側壁
がなくなり、一対の刈り室のいずれの刈り草も刈り草排出口に流動しやすくなる。そして
、刈り草排出口を開き、この刈り草排出口が各刈り室からの刈り草を排出する。
【００１７】
　したがって、刈り刃ハウジングに連結することにより、草刈り装置にマルチング作業を
行なわせることができとともに刈り草の細断を精度よく行なわせることができ、刈り刃ハ
ウジングから取り外すことにより、草刈り装置にディスチャージ作業を行なわせることが
できるとともに刈り草排出口からの刈り草排出をスムーズに行わせることができる。
【００１８】
　本第５発明では、前記蓋体本体が前記刈り草排出口を閉じた状態で前記隣り合う一対の



(5) JP 2010-23 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

刈り室の間に位置して前記隣り合う一対の刈り室を仕切る仕切り壁を前記蓋体本体に備え
てある。
【００１９】
　本第５発明の構成によると、刈り刃ハウジングに連結して刈り草排出口を閉じるととも
に一対の刈り室の後側壁を形成した場合、仕切り壁が隣り合う一対の刈り室の間に位置し
て一対の刈り室を仕切り、各刈り室における刈り刃による刈り草の持ち回りがより良好に
行なわれて刈り草がより精度よく細断されやすくなる。
【００２０】
　したがって、刈り刃ハウジングに連結して草刈り装置にマルチング作業を行なわせる場
合、刈り草の細断をより精度よく行なわせることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施例に係る草刈装置２０が装備された乗用型草刈機の全体側面図で
ある。この図に示すように、この乗用型草刈機は、左右一対の操向操作自在な前車輪１，
１と左右一対の駆動自在な後車輪２，２とによって自走するよう構成され、かつ車体後部
に設けた運転座席３が装備された運転部を有した乗用型の自走車と、この自走車の車体フ
レーム４の前後輪間にリンク機構１０を介して連結された本発明の実施例に係る草刈装置
２０と、前記車体フレーム４の後部に支持フレーム３１を介して連結された集草容器３２
を有した刈草回収装置３０とを備えている。
【００２２】
　この作業車は、芝や草を刈り込む草刈り作業を行う。
　すなわち、前記自走車は、車体フレーム４の前部に設けたエンジン５と、このエンジン
５の下方に設けた動力取り出し機構４０とを備えている。前記動力取り出し機構４０は、
前記エンジン５の出力を、伝動ベルト４２を介して入力軸４１に入力し、入力軸４１の駆
動力を油圧操作式の作業クラッチ４５を介して動力取り出し軸４３に伝達し、この動力取
り出し軸４３の駆動力を、回転軸４６を介して前記草刈装置２０の刈り刃駆動機構２２に
伝達する。
【００２３】
　前記リンク機構１０は、車体フレーム４に上下揺動自在に支持された左右一対の前揺動
リンク１１，１１と、車体フレーム４に上下揺動自在に支持された左右一対の後揺動リン
ク１２，１２と、左右一対の連動リンク１３，１３とを備えている。
【００２４】
　前記左右一対の前揺動リンク１１，１１の先端部は、草刈装置２０の刈り刃ハウジング
２１の前部に位置する前連結部材２３に連結されている。前記左右一対の後揺動リンク１
２，１２の先端部は、前記刈り刃ハウジング２１の後部に位置する後連結部材２４に連結
されている。前記左側の連動リンク１３は、前記左側の前揺動リンク１１と後揺動リンク
１２とを連動させ、前記右側の連動リンク１３は、前記右側の前揺動リンク１１と後揺動
リンク１３とを連動させている。前記左右一対の前揺動リンク１１，１１の一方にリフト
シリンダ１５が連動されている。
【００２５】
　つまり、前記リンク機構１０は、前記リフトシリンダ１５によって一方の前揺動リンク
１１が揺動操作されると、左右一対の前揺動リンク１１，１１が回転支軸１４による連動
のために一体に揺動することによって車体フレーム４に対して上下に揺動操作され、草刈
装置２０を刈り刃ハウジング２１の前後側に支持された接地ゲージ輪２５が地面に接地し
た下降作業状態と、前記各接地ゲージ輪２５が地面から上昇した上昇非作業状態とに昇降
操作する。
【００２６】
　前記草刈装置２０を下降作業状態にして自走車を走行させると、草刈装置２０は、前記
刈り刃ハウジング２１の内部に刈り刃ハウジング横方向に並んで位置する二枚の刈り刃２
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６を前記刈り刃駆動機構２２によって刈り刃ハウジング上下向きの軸芯まわりに回転駆動
して前記各刈り刃２６によって草刈りを行い、刈り草を前記刈り刃２６の回転によって発
生した風によって刈り刃ハウジング２１の上部に位置する刈り草排出ダクト２７から車体
後方上方向きに排出する。
【００２７】
　前記刈り草排出ダクト２７から排出された刈り草は、前記刈り刃２６からの風による搬
送作用と、自走車に前記左右一対の後車輪２，２の間を車体前後方向に通して設けてある
搬送ダクト６による案内作用とによって前記集草容器３２に送り込まれ、この集草容器３
２によって回収されて貯留される。
【００２８】
　前記刈草回収装置３０は、前記支持フレーム３１と集草容器３２とを連結するリンク機
構３３を昇降シリンダ３４によって支持フレーム３１に対して上下に揺動操作し、これに
よって集草容器３２を下降集草位置と上昇排出位置とに昇降操作する。
【００２９】
　次に、前記草刈装置２０についてさらに詳述する。
【００３０】
　図２，３，４に示すように、前記刈り刃ハウジング２１は、天板２１ａとこの天板２１
ａの周縁部に連設された側板２１ｂとによって刈り刃ハウジング２１の内部に刈り刃ハウ
ジング横方向に並べて形成された一対の刈り室２８，２８と、前記天板２１ａに切り欠き
孔を設けて形成した刈り草排出口２９とを備えている。
【００３１】
　前記一対の刈り室２８，２８は、刈り刃ハウジング２１の下端側で地面に向かって開口
し、かつ刈り刃ハウジング２１の横幅方向での中央部に位置する箇所で互いに隣り合って
連通し合っている。前記刈り草排出口２９は、前記一対の刈り室２８，２８が隣り合った
部位の上方に位置して各刈り室２８に連通している。
【００３２】
　前記二つの刈り刃２６，２６は、前記各刈り室２８に一つずつ位置する配置で備えられ
ている。各刈り刃２６は、刈り刃ハウジング２１の天板２１ａを貫通した回転支軸２６ａ
に一体回転自在に支持されおり、前記回転支軸２６ａが備える刈り刃ハウジング上下向き
軸芯まわりに前記刈り刃駆動機構２２によって回転駆動される。
【００３３】
　前記刈り刃駆動機構２２は、前記回転軸４６に連動された入力軸２２ａの駆動力をベベ
ルギヤ２２ｂと平歯車２２ｃとを利用して前記各回転支軸２６ａに伝達する。
【００３４】
　図２，３，４に示すように、前記刈り草排出ダクト２７は、前記刈り刃ハウジング２１
に前記刈り草排出口２９の両横側で板金を付設して設けたダクト下部構成体５０と前記刈
り刃ハウジング２１の前端部に設けた左右一対の支持部２１ｃ、２１ｃに枢支ピン５１を
介して連結部５２ａが連結されたダクト上部構成体５２とを備えて構成してある。前記左
右一対のダクト下部構成体５０，５０は、両ダクト下部構成体５０，５０の後端側の下部
どうしにわたって連結した後部ガイド板５３を備えている。
【００３５】
　図５は、前記ダクト上部構成体５２の斜視図である。この図に示すように、前記ダクト
上部構成体５２は、左右一対の横側板５２ｂ、５２ｂと、左右一対の横側板５２ｂ、５２
ｂの上端部に連なる天板５２ｃとを備えている。
【００３６】
　つまり、前記刈り草排出ダクト２７は、前記左右一対のダクト下部構成体５０，５０に
よって刈り草排出ダクト２７の左または右側の横側板の下部を構成され、前記ダクト上部
構成体５２によって刈り草排出ダクト２７の左右の横側板の上部と天板とが構成され、前
記刈り草排出口２９からの刈り草をダクト下部構成体５０とダクト上部構成体５２とによ
って刈り刃ハウジング２１の後方上方向きに流動案内して搬送ダクト６に供給する。
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【００３７】
　前記ダクト上部構成体５２は、前記左右一対の枢支ピン５１，５１の軸芯で成る刈り刃
ハウジング横向きの昇降軸芯まわりに刈り刃ハウジング２１に対して上下揺動する。刈り
刃ハウジング２１は、前記ダクト上部構成体５２の両横側で天板２１ａに立設したロッド
形のバネホルダー５５と、各バネホルダー５５に支持させたコイルバネで成る上昇操作バ
ネ５６とを備えている。前記各上昇操作バネ５６は、前記バネホルダー５５に摺動自在に
外嵌するよう構成してダクト上部構成体５２の横側板５２ｂに設けたバネ受け体５７（図
５参照）に作用してダクト上部構成体５２を枢支ピン５１の軸芯まわりに上昇付勢する。
　つまり、刈り草排出ダクト２７は、草刈装置２０の自走車体に対する昇降による刈り刃
ハウジング２１と搬送ダクト６との上下間隔の変化にかかわらず、ダクト上部構成体５２
の上昇操作バネ５６による上昇付勢によってダクト上部構成体５２の後端側が搬送ダクト
６の内面に当接した状態に維持され、刈り草排出口２９からの刈り草を刈り草排出ダクト
２７と搬送ダクト６との間から漏れ出ないようにして搬送ダクト６に供給する。
【００３８】
　前記ダクト上部構成体５２は、前記左右一対の枢支ピン５１，５１を前記支持部２１ｃ
に対して脱着操作し、前記左右一対のバネ受け体５７を前記バネホルダー５５に対して係
脱操作することにより、刈り刃ハウジング２１に装着したり、刈り刃ハウジング２１から
取り外したりできる。
【００３９】
　前記草刈装置２０は、図６に示す蓋体６０を刈り刃ハウジング２１および前記刈り草排
出ダクト２７とは別部品に構成した状態で備えている。この図に示すように、前記蓋体６
０は、蓋体上下方向視で矩形の蓋体本体６１と、この蓋体本体６１の前端部に蓋体本体６
１の表面側に突出する左右一対の板体を一体成形して設けた左右一対の連結部６２，６２
と、前記蓋体本体６１の後端部の裏面側に屈曲板金を付設して設けた後部バッフルプレー
ト６３とを備えている。
【００４０】
　前記左右一対の連結部６２，６２は、刈り刃ハウジング２１の前記左右一対の支持部２
１ｃ，２１ｃに前記ダクト上部構成体５２の前記連結部５２ａに替えて前記枢支ピン５１
によって脱着できる。
【００４１】
　図７，８に示すように、前記蓋体６０は、前記左右一対の連結部６２，６２を刈り刃ハ
ウジング２１の前記支持部２１ｃに前記枢支ピン５１によって連結し、蓋体本体６１の後
端側に設けた連結孔６１ａと、前記左右一対のダクト下部構成体５０，５０に連結された
支持体６５とに連結ボルトを装着して蓋体５０の後端側をガイド下部構成体５０に支持さ
せると、使用取り付け状態になる。使用取り付け状態になった蓋体６０は、蓋体本体６１
によって刈り刃ハウジング２１の前記刈り草排出口２９を閉じる。
【００４２】
　使用取り付け状態になった蓋体６０は、前記後部バップルプレート６３を前記一対の刈
り刃２６，２６の後側に位置させ、この後部バッフルプレート６３によって前記一対の刈
り室２８，２８の後部で前記刈り草排出口２９に望んでいる部位に後側壁２８ａを形成す
る。
　すなわち、後部バッフルプレート６３の一端側６３ａによって一方の刈り室２８の後側
壁２８ａを形成し、後部バッフルプレート６３の他端側６３ｂによって他方の刈り室２８
の後側壁２８ａを形成する。
【００４３】
　図７は、草刈装置２０のマルチング作業状態での側面図である。図８は、草刈装置２０
のマルチング作業状態での平面図である。これらの図に示すように、草刈装置２０は、前
記ダクト上部構成体５２に替えて前記蓋体６０を連結することにより、マルチング作業状
態になる。
　すなわち、蓋体６０を連結すると、一対の刈り室２８，２８の後部に蓋体６０の後部バ
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ップルプレート６３によって後側壁２８ａが形成され、各刈り室２８において、刈り刃２
６による刈り草の持ち回りが行なわれやすくなって刈り草の刈り刃２６による細断が精度
よく行なわれる。刈り刃ハウジング２１の刈り草排出口２９が蓋体本体６１によって閉じ
られて各刈り室２８の刈り草が刈り草排出口２９から排出されなくなり、各刈り室２８で
細断された刈り草が刈り室２８の底から地面に落下排出される。
【００４４】
　図２は、草刈装置２０のディスチャージ作業状態での平面図である。図３は、草刈装置
２０のディスチャージ作業状態での側面図である。これらの図に示すように、草刈装置２
０は、前記蓋体６０に替えて前記ダクト上部構成体５２を連結することにより、ディスチ
ャージ作業状態になる。
　すなわち、ダクト上部構成体５２を連結すると、一対の刈り室２８，２８の後部に前記
後側壁２８ａが形成されなくて各刈り室２８の刈り草が刈り草排出口２９に流動しやすく
なる。刈り草排出口２９が開かれて各刈り室２８の刈り草が刈り草排出口２９から排出さ
れ、刈り草排出口２９から排出された刈り草が刈り草排出ダクト２７によって流動案内さ
れて刈り刃ハウジング２１の後方上方向きに排出される。
【００４５】
　図９は、別実施構造を備えた蓋体６０の斜視図である。この図に示すように、別実施構
造を備えた蓋体６０と、図６に示した実施構造を備えた蓋体６０とを比較すると、刈り刃
ハウジング２１に脱着自在に連結する点と、一対の刈り室２８，２８の後部に後側壁２８
ａを形成する点と、刈り刃ハウジング２１の刈り草排出口２９を閉じる点とにおいて、別
実施構造を備えた蓋体６０と、図６に示した実施構造を備えた蓋体６０とは、同じ構成を
備えている。別実施構造を備えた蓋体６０は、蓋本体６１の裏面側に設けた仕切り壁６４
を備えている点において、図６に示した実施構造を備えた蓋体６０と相違している。
【００４６】
　図１０は、草刈装置２０の別実施構造の蓋体６０が取り付けられた状態での側面図であ
る。図１１は、草刈装置２０の別実施構造の蓋体６０が取り付けられた状態での平面図で
ある。これらの図に示すように、前記仕切り壁６２は、蓋体６０が刈り刃ハウジング２１
に連結されて刈り草排出口２９を閉じた状態において、前記隣り合う一対の刈り室２８，
２８の間に位置して一対の刈り室２８，２８を仕切り、各刈り室２８における刈り刃２６
による刈り草の持ち回りをより容易にする。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】乗用型草刈機の全体側面図
【図２】草刈装置のディスチャージ作業状態での平面図
【図３】草刈装置のディスチャージ作業状態での側面図
【図４】草刈装置の刈り草排出口を示す平面図
【図５】ダクト上部構成体の斜視図
【図６】蓋体の斜視図
【図７】草刈装置のマルチング作業状態での側面図
【図８】草刈装置のマルチング作業状態での平面図
【図９】別実施構造を備えた蓋体の斜視図
【図１０】草刈装置の別実施構造の蓋体が取り付けられた状態での側面図
【図１１】草刈装置の別実施構造の蓋体が取り付けられた状態での平面図
【符号の説明】
【００４８】
２１　　　　刈り刃ハウジング
２６　　　　刈り刃
２７　　　　刈り草排出ダクト
２８　　　　刈り室
２８ａ　　　刈り室の後側壁
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２９　　　　刈り草排出口
５０　　　　ダクト下部構成体
５２　　　　ダクト上部構成体
６０　　　　蓋体
６１　　　　蓋体本体
６２　　　　連結部
６３　　　　後部バッフルプレート
６４　　　　仕切り壁

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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